
  

 

 

 

 

 
 

◇～女性建築士のつどい 2007～◇

日時：平成１９年８月１１日（土）  

会場：綿業会館 

第 1 部 建築家 妹島和世氏 講演会 

「近作について」 

第 2 部 「綿業会館」見学会 

第 3 部 活動報告会 

共催：近畿建築士協議会女性部会 

１９８７年の第１回「女性建築士のつどい」

の開催から、今年で２０年を迎えることとなり

ました。この節目に、第１回「つどい」の会場

でもありました名建築の綿業会館で３部構

成からなります「女性建築士のつどい2007」

を開催致しました。２年前より準備委員会を

立ち上げ、会議を重ねて話し合い、全員で

協力して望みました。 

 第１部は、近建女の共催もいただき、世界

を舞台に活躍されてます建築家：妹島和世

氏に講演していただきました。大きな期待と

反響を呼び、約３００名にも昇る方々の参加

となりました。中でも若い世代の、また女性

の建築士の方々が多く、講師の素晴らしい

作品と空間を創り上げていかれる姿勢に参

加者一同一体となり、会場が熱い空気で包

まれました。 

第３部は私達委員会の２０年の歩みの活

動報告の場と致しました。大ホールから重

厚な会員食堂に会場を移し、食事をしなが

らの楽しいなごやかな懇談会でもあります。 

今回、この機会に、これ迄の活動の記録を

整理しようと「活動報告集～２０年の歩み

～」を編集致しました。この編集を通じて、

発足から今迄に到る諸先輩方のエネルギ

－と継続して展開してこられた活動の成果

に改めて士会活動の原点と意義を強く感じ

ました。これからも社会のニ－ズに応えて市

民と共に、建築士として努めて歩んでいき

たいと思います。また、これからの若い方々

が、活動を繋げて下さり、より一層発展して

展開されることと思います。  

最後に、テ－ブルのお花を集めて、にっ

こり。笑顔の記念撮影で締めくくりました。 

 みんなで力を合わせて開催しました～女

性建築士のつどい 2007～。 

委員の皆様に深く感謝致しております。           

 西川三記子 

 

 

◇平成 19 年度近建女合同見学会◇ 

兵庫県の防災拠点を訪ねる 

～実大三次元振動破壊実験施設Ｅディフ

ェンス・兵庫県立三木総合防災公園・志染

川眼鏡橋と御坂のサイホン見学～ 

平成 19 年 10 月 20 日（土）秋の好天の中、

第 28 回近畿建築祭兵庫大会と同日に近建

女合同見学会が行われました。兵庫開催と

いう事もあり、「兵庫県の防災拠点を訪ね

る」というテーマで、阪神淡路大震災による

体験を教訓とした施設と歴史的文化遺産を

見学しました。 

Ｅディフェンスは実際の建物を振動させ

て耐震性能を検証するための世界最大規

模の施設で、見学時には実験こそ行われ

ていなかったものの、イタリア・日本共同の

木造７階建住宅振動実験の準備中でその

規模に圧倒されました。 

 また、遠藤秀平氏設計の防災公園屋内テ

ニス場ビーンズドームは、兵庫県全域をカ

バーする防災拠点で、通常は日本最大級

の９面のテニス場で、入り口のタイルから、

更衣室のドアノブまで設計者こだわりのデ

ザインでした。 

 帰りに明治 21 年の遺構である、御坂のサ

イホンと眼鏡橋を秋の山あいの景色とともに

見学し、神戸への帰路へと着きました。 

 また集合、解散場所となった、北の工房

のまちでは、さまざまな工芸品に目を楽しま

せていただきました。
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大阪府建築士会・女性分科会からのお知らせ 

 

＜お知らせ内容＞ 

①女性分科会平成 20 年度委員・研究会メンバー募集＜他委員会の委員も募集しています＞ 

②平成 19 年度の女性分科会の活動 

 委員会活動  研究会活動 

③募集中の行事案内 

● 4／5（土）合同発表会「ＣＯＲＥ2008」（女性分科会・青年分科会・シックハウス研究会） 

 ● 新入会員歓迎企画 5／17（土）見学会 住宅「ES house‐01」～矢田朝士氏の作品を見る～    

● 女性分科会への要望等アンケートと行事申込書 

 

※平成 17 年度よりスタートしました準メンバー制度は、終了致します。今後は分科会活動にご参加ください。 

 

■評議員選挙の投票についてのお願い 

 投票用紙は本会会報誌「建築人」の３月号に同封されています。正会員の方は、必ず投票されるようお願い致します。 

投票は無記名で、４０名以内で○印をつけ下さい。締め切りは 3 月 20 日です。（当日消印有効） 

※※※※女性会員女性会員女性会員女性会員のののの候補者候補者候補者候補者９９９９名名名名全員全員全員全員がががが当当当当選選選選するようにごするようにごするようにごするようにご協力協力協力協力おおおお願願願願いしますいしますいしますいします。。。。    

 

所 千夏 西川三記子 西田多美子 西野智子 春岡須磨子 和田さや子 村上あい 中西徳江 若林あかね 

 

■事務局からのお願い 

 本会への届出事項に変更が生じた場合 ⇒ 氏名・会員番号と変更事項を明記の上、fax 又は郵送で事務局まで 

＊建築士合格後、準会員から正会員になる手続きをされていない方は氏名・会員番号･建築士登録番号・登録年月日を明記し

て、事務局までご連絡ください。会員番号が 200 万台から 100 万台に変更になります。 

＊2 級建築士の方で、1 級建築士になられた方は氏名・会員番号・建築士登録番号・登録年月日を明記して事務局までご連絡下さい。 

※特に新しく建築士になられた方や 2 級から 1 級になられた方で大阪府以外での登録の方は必ずご連絡ください！ 

 
女性分科会とは 

女性会員が中心となって企画・運営を行っています。公私とも多忙な女性建築士ですが、チームワークと協力体制で、

実り多い活動をモットーとしています。（女性会員約 330 名 委員 30 名） 

 

★ 平成 20 年度委員募集 

（次頁の活動詳細をご覧下さい） 

平成 20 年度の委員になって下さる方を募集します。 

平成 20 年度は更に活発な活動と新企画で、会員の皆様に

とって有意義な活動を展開していきます。皆様のご意見、

ご希望を活動に反映したいと願っています。 

※委員の任期 原則 2 年…再任可 

建築士という職種を広く一般にアピールし、建築士の社

会的地位向上を得るための活動を女性の視点にたって行

っています。興味のあること、知りたいこと、なんでも

一緒にやってみませんか？ 

職場の限られた人間関係だけでなく、いろいろな人と出

会い、交流を楽しみながら、建築士としての知識を増や

し、また、日々の仕事に役立つこともたくさん見つかる

と思います。困ったこと、わからないこと何でも気軽に

相談に乗ってもらえる友人がたくさんできます。ぜひご

参加下さい。 

 

 

☆女性分科会以外の委員会の委員も合せて募集しています！ 

 各委員会とも女性会員の方に委員になっていただきたいと

の要望が出ております。希望される委員会があれば委員とし

て名乗りを上げていただきたくお願いします。同封の女性分

科会宛ての用紙で返信下さい 

 

★研究会メンバー募集 

・シルバーライフ研究会 

・住・空間らぼ 

・木の文化と建築を考える会（現在休会中） 

各研究会は隔月で活動を続けています。各研究会のモッ

トーや今年度の活動内容は最終頁をご覧下さい。男性会

員の方も参加歓迎です。メンバーとして参加したいとい

う方は、fax、メール等で事務局までご連絡下さい。 

なお、メンバーになりたいと考えておられる方へのガイ

ダンスも兼ねて合同発表会を 4／5（土）に行います（詳

細別紙）ので、奮ってご参加下さい。



女性分科会平成 19 年度活動内容と平成 20 年度の活動モットー 
 

委員長／藤原由紀 副委員長／浅田 環 上田仁美 西川三記子 主査／中島 薫 副主査／石貫方子 委員総数 30 名 

委員会：全体会議 4/7 5/24 8/24 12/15 3/18  グループ会議：適宜 

 

 

Ａ 企画グループ 
  

 建築計画や設計施工に関するセミナーはもとより､日頃から興味を持った建築物､構造物に直接出向き､その由来､

根拠､テクニック等々についてのお話しを伺いながらの見学など､盛りだくさんに活動を広げています。 

 企画が決まりましたら「建築人」などでお知らせしています。ご参加は勿論のこと､メンバーになって貴方の企画

を実施してみませんか？お待ちしています。 

 

リーダー： 中島 薫     

委員：浅田 環 池本慶子 井上まるみ 上田仁美 小川裕香 相馬智香江 田中淑子 中西徳江 西川三記子 

西田多美子 溝尻純子 山平恵子 山本尭子 山本尚子 藤原由紀 石貫方子 鵜川和子 倉田佳代子  

小林美登 材寄法子 高萩智紗 竹田敦子 所 千夏 中村逸子 春岡須磨子 三宅登美恵 渡辺和世  

水畑真知子 和田さや子 

 

＊平成 19 年度実施事業 

1．新入会員歓迎企画 

見学会「苦楽園の家」～大江一夫氏の住宅作品～ 5 月 19 日(土) 講師 大江一夫氏 

2．ちょっと知りたい建築セミナー 

・ 設備編 「大阪ガス・最新機器体験」10 月 16 日(木) 

・ 設備編 「住宅バリアフリーに見る水周り現在・未来」 11 月 19 日 

3．女性建築士のつどい 2007  8 月 11 日(土) 

・ 1 部 建築家 妹島和世氏 講演会 「近作について」   

・ 2 部 綿業会館見学会 

・ 3 部 活動報告会 

  

 

 

 

Ｂ ユーザー向け事業 
 

＊ユーザー向けセミナー 

・リフォームセミナー   2 月 7 日（木）TOTO テクニカルセンター大阪 

「まずは水廻りから」 女性建築士と一緒に ～見て、触って、考えよう～ 

 

 
Ｃ その他の活動 

 
①全国女性建築士連絡協議会 地域と共生する居住環境つくり～自然とこだまする～  7/13（金）14（土） 

                                         於：青森／４名参加 

②近畿建築士会協議会女性部会合同見学会 10 /20 (土)                担当：兵庫／8 名参加 

近畿建築祭    北の工房のまち  

近建女合同見学会 三木総合防災公園 実大三次元振動破壊実験施設(E－ディフェンス) 

③大阪市社会福祉研修・情報センターへの住宅改造相談員派遣 

  住宅改造にかかわる専門相談 相談日：毎月第４火曜日 

相談員：主に女性分科会シルバーライフ研究会メンバー 

  

Ｄ 研究会グループ 
 

シルバーライフ研究会 

リーダー／山本尚子  サブリーダー／中西徳江 水畑真知子 メンバー／25 名 

定例会／偶数月の第 1 水曜日 午後６時半～８時半（原則） 

 

◆平成１９年度は、「バリアフリー展 2007」の見学、メーカーのショールームで福祉機器の研修と日常ユーザーに

接している現場担当者の生の声を聞く勉強会や福祉施設の見学をおこなう等、現状を知ることからはじめました。

「認知症サポーター養成講座」を受講して、これからの高齢化社会は私たち自身が地域で助け合い支えていく必要

も一層感じました。バリアフリー化も進んできていますが、まだまだ高齢者をとりまく環境は厳しいものがありま

す。さらに高齢者の特性・社会環境を学び、建築士として、生活者としての視点で、より上質な生活空間を提案で

きるようになりたいと思います。仲間がいるといろいろ視野も広がります。ぜひ皆さんの参加をお待ちしています！ 

 

＜H１9 年度活動内容＞ 

４月例会 勉強会「バリアフリー展 2007」参加者からの報告 

６月例会 メーカー研修／フランスベッド研修パート２ 

「ショールーム＆隣接福祉施設の見学」 

８月例会 勉強会「認知症サポーター養成講座」 

10 月例会 勉強会「新バリアフリー法について」 

12 月例会 勉強会「介護と建築・PART３」 

2005 年 PART1・2006 年 PART2 に続き、介護現場からの報告について 

２月例会 勉強会「色覚障害者に必要な配慮と工夫」 

３月例会 今年度のまとめと反省、来年度のスケジュール検討、新リーダー決定  

 

 

住・空間らぼ 

 リーダー／山本尚子 サブリーダー／和田さや子 池本慶子  メンバー／23 名 

定例会／奇数月の第２水曜日 午後６時半～８時半（原則） 

 

◆「健康住宅研究会」から「住・空間らぼ」に名称変更し２年。これまでの『健康的な住まいづくり』だけに捉わ

れることなく、より広範囲に住まいを考え、メンバーの知りたいこと、お勧め情報などを基に例会の内容を検討し

ながら運営しています。講師を招いての勉強会や実際に見たり体験したりの共同学習は、氾濫する情報の整理にも

役立っています。めまぐるしく変化する社会の中で、流されることなく互いに啓発し合い建築士としての資質の向

上をめざしませんか。ご参加お待ちしています。 

 

＜H19 年度活動内容＞ 

４月例会 19 年度の年間計画 

５月例会 建築写真家川元斉氏のスライドと話 ～イタリアのまち・人・くらし－山岳都市ルッキオ－～ 

７月例会 勉強会 スライドによる妹島和世氏（8月開催の 20 周年記念講師）の作品鑑賞 

９月例会 見学会 松下電工 品質評価技術センター・住宅水まわり設備体感比較（キッチン） 

テクノストラクチャーモデルハウス見学 

11 月例会 勉強会 建築に於ける計画・設計・管理業務上の課題と対応 

１月例会 見学会 昭和の始め頃の個人住宅 

～和館、洋館、茶室のある建物の見学～ 

３月例会 19 年度の反省と 20 年度の計画  


